
袴田技師

育児に熱中しています︕育児休暇も取得します︕
わからないことだらけで大変ですが、パパっ子になってもらうために、やれる
ことを全力でやっています。
子供のためにと考えると、日々の仕事も頑張れます︕

印象に残っているのは、富士山パトロールです。富士山の登山道は県が
管理しているため、職員自ら登山をし、支障がないかパトロールします。
まさか仕事で富士山に登ることになるとは思っていませんでした。
嬉しかったことは、自分が設計書の作成から完成まで担当した工事が完
成した時です。喜びのあまり現場の前をプライベートで通ったことも(笑)

何か質問したときに、「いやーわかんないっすねぇ」などと言
ったところを見たことがなく、何かしら自分の意見を返してく
れるところは、いつも感心しています。
頼れる後輩です。

大学の専攻が土木ではなかったので、ついていけるのか、自分
に務まるのか不安でしたが、入庁後は先輩方が優しく教えて下
さり、いろいろ学ぶことが出来ました。また、採用１年目の時は
チューター(指導係)がついてくれて、些細なこともたくさん相談で
きたので、自然と不安はなくなりました。

同じく県の土木職員である父の影響で、昔から土木に興味
がありました。道路やトンネル、橋などの生活基盤を支える仕
事で、実際に手掛けた工作物が目に見える形で確認できる
ことに魅力を感じ、県の土木職員を目指しました。

現在は、県が管理する道路の維持管理に係る業務を行っ
ています。主に、道路情報の提供や、３次元点群データな
どのICT活用、道路の防草対策に関する業務を担当して
います。さらに砕石工場やアスファルトプラントの検査員とし
ても従事し、材料の品質確保に努めています。

静岡生まれ静岡育ちです。大学では名古屋市内の大学に
進学したものの、生まれ育った静岡で就職がしたいと思い、
静岡に戻ってきました。中学から大学までずっとバレーボール
をやっていましたが、社会人になってからはサッカーや野球な
どを始め、いろいろなスポーツを楽しんでいます。

パパっ子になってもらうことを目指し、育児休暇を取得中

今を全力で楽しんでください︕
勉強・バイト・遊び、全てを楽しめるのは学生の時だけです。社会人にな
ると自由時間に限りがあります。悔いのない学生生活を送って、社会人と
して頑張っていきましょう︕

交通基盤部道路局 道路保全課

入庁年 木村 駿令和４年度

採用

４年目

職員紹介インタビューNo.1

注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。



入庁するまで具体的に何の仕事を行うかわからなかったこと
です。実際に、土木防災課に所属と言われても、どんな仕
事をするか想像できず不安でした。しかし、入庁した際には
先輩方が優しく教えてくださり、徐々に仕事を覚えることが
出来ました。

静岡生まれ静岡育ちです。高校まで富士市で過ごし、野
球漬けの毎日を送っていました。大学は県外に出たことを
きっかけに、新しいことに挑戦したいと思い、スノーボード部
に所属していました。社会人でも、体を動かすことが好きな
ため、職場のスポーツ大会には積極的に参加しています。

土木防災課の防災班に所属しており、災害を防ぐためのソ
フト対策に主に取り組んでいます。県民のみなさんに、水位
や雨量、気象情報等の避難に資する情報を「サイポスレー
ダー」で提供するために、河川監視カメラの設置や観測機
器の維持管理を行っています。

大学時代に、将来は大好きな静岡県に戻り、県民のみなさ
んが安心・安全に暮らせるまちづくりをしたいと思ったことがき
っかけです。現在は河川分野に所属していますが、これから
様々な分野を経験し、視野を広げていきたいです。

小学生を対象に開催している県庁見学です。水災害の危険
性や職員の仕事内容を紹介しています。災害の写真を見て、
声を出して驚いている様子や、一生懸命話を聞いてくれる姿
を見ると説明していて嬉しいです。最近では、人生で初めてサ
インを求められました︕

沖縄県で人生初のパラセーリングを満喫

県庁見学に訪れた小学生に向けて、丁寧に説明する藤武技師

明るい人柄でムードメーカー、課の皆から愛されています。
細かい様々な業務をマルチにこなす縁の下の力持ちとして、時には
重要案件を担当する主力として、採用３年目にして土木防災課を
支える、欠かせない一員です。

土木職員は、大学で土木を学んでいない方も多くいます。私は、
大学で土木を学んでいますが、毎日勉強しながら業務を行ってい
ます。研修制度も充実しており、誰でも土木職員を目指せること
がいいところです。静岡県の土木職は、元気な方が多く楽しく業
務に取り組めています。

社会人になってから月に1回は旅行に行っています。7月は、沖縄
県に行き、人生初のダイビングやパラセーリングを体験しました。９
月は四国をめぐりました。特に、香川県でうどん、高知県ではかつお
のたたきを食べ、とても美味しく、味を忘れられません。来年は、北海
道に行きたいと思っています。

近年、激甚化している水災害を県民のみなさんに自分事として捉
えてもらうため、防災教育教材「しぞ〜か防災かるた（豪雨の備
え編）」を制作しています。かるたの句は、県民のみなさんから募
集しており、高校生や大学生と共に、句づくりワークショップを行っ
たことが印象的です。

交通基盤部河川砂防局 土木防災課

入庁年 令和５年度 藤武 凌也

採用

３年目

萩原主任

職員紹介インタビューNo.2

注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。



土木職員が受ける採用１年目研修で同期と一緒に雨の中コンクリート打
設を行ったことが、土木関係を履修してこなかった身としては初めての経験
だったので、印象に残っています。また、市町事業の完了検査で実際に市
町に足を運んで検査したことは、県庁にいると現場へ行く機会が少ないの
で、良い経験になりました。嬉しかったことは、入庁して先輩や同期とのつ
ながりができたことや、比較的休暇を取れることです。

大学の専攻が土木ではなく、2年間勤めていた前職から職種も
変わることや、先輩や同期とうまく関われるかとても不安でした。
入庁してみると、先輩方は優しく教えてくれ、私自身も積極的
にコミュニケーションを取るように心がけています。

現在は、市町国庫補助事業で市町事業の国費の執行管理
や予算に関する事務作業を担当しています。また、市町が事
業を行うための認可審査をしています。ほかにも、国土交通省
等からくる都市公園に関する調査や、報告、公園緑地課の事
業をPRするため、広報を行ったりしています。

静岡県出身で、小中高と焼津市で育ちました。
大学は県外に行き、緑地環境について学んでいました。
大学卒業後は、静岡県ではない地方公共団体に就職しまし
たが、静岡の心地よさを感じ、静岡のために働きたいと考え、
７年ぶりに静岡に戻ってきました。

大学から前職に勤めていた６年間、静岡県外に住んでいる中
で、静岡の都会すぎず、田舎すぎず、食べ物が美味しいなどの
良さを改めて実感しました。県民の生活に密接しているインフラ
整備に関わり、県民の生活を身近で支えたいと思い、静岡県
土木職を目指しました。

大好きなエスパルスの応援

エスパルスの応援です︕
エスパルスが大好きで、毎週のように応援に行っています。一緒に応援
している仲間と、「また来週︕」と言い合えることや、職場でもエスパルス
の話が出来ることが嬉しく、仕事も頑張れます。

もちろん、勉強も大切ですが…学生のうちにたくさん遊んでください︕
静岡県のために一緒に働ける日を楽しみにしています。

とても積極的で、すでに班の頼れるメンバーです。自分から
進んで動き、課題解決に取り組む姿勢が印象的ですね。
周りとしっかりコミュニケーションを取りながら、どんどんチャレン
ジしています。これからの活躍がとても楽しみです。

小藤主査

交通基盤部都市局 公園緑地課

入庁年 武村 有紗令和７年度

採用

１年目

市町事業の完了検査の様子

職員紹介インタビューNo.3

採用１年目研修でのコンサート打設の様子

注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。



入庁する前は、具体的にどのような仕事を行うのか、それが
自分に務まるのか不安でしたが、職場の先輩方に工事設計
書の作り方や住民の方への対応の仕方など一つ一つ丁寧
に教えていただき問題を解決することができました。

静岡県富士市生まれ富士市育ちです。
小学校から高校まで野球をやっていました。
高校では都市基盤工学科で土木について３年間学んでき
ました。

富士宮市内の道路工事や河川工事の発注業務・監督業
務を担当しています。
富士宮市が生活しやすい場所になるようにと考えながら日
々仕事をしています。

富士川に新しく架かった「富士川かりがね橋」ができるまでの
過程を高校の登下校時に見てきました。その時私は、「自
分もこのような大きな構造物を作る仕事に携わって、生まれ
育った静岡県に貢献したい。」と思い静岡県の職員を目指
しました。

自分が担当した工事で、自分が図面に書いたものが実際に出
来上がった時は毎回達成感があり、嬉しい気持ちになりました。
また、研修で身に付けたことを生かして設計書が仕上がった時
もうれしく思いました。

沖縄県で人生初のパラセーリングを満喫。

物おじせず、取り敢えずやってみるという前向きな姿勢で業務に取
り組んでくれています。
また、工事発注や窓口対応等、責任を持って日々の業務をこなし
てくれる頼もしい存在です。

土木は、人々の生活にとても直結している職業なので、やりがいの
ある魅力的な職業だと思います。
また、優しく何でも教えてくれる先輩方がたくさんいるので、安心し
て採用試験を受けてほしいです。

昼休みに職場でサッカーをしています。
全くの初心者ですが、毎日、汗をかきながら楽しくやっています。
週末には事務所対抗などでたまに大会があるので積極的に参加
しています。

富士山の登山道パトロールです。富士山の富士宮口は富士土木
事務所が管理しており、登山シーズン中の安全を確保するため、
頂上まで登ってパトロールをしてきました。いつか登ってみたいと思
っていたのと、このような仕事も土木事務所の仕事と知りとても印
象に残っています。

橋梁補修工事の着手前に、施工業者と現場を確認

富士土木事務所 富士宮分庁舎

入庁年 令和６年度 高橋 陽

採用

２年目

宮島主任

職員紹介インタビューNo.4

注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。


